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2023.3.20-26
But grow in the grace and knowledge of our Lord and Savior 
Jesus Christ. To him be glory both now and forever! Amen.   II 
Peter 3:18

礼拝メッセージフィードバック

L T G　ガイド

  
＜今日の聖書箇所は…＞

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望①神のみこころは？（信仰のあり方、希望
の約束、愛の満たしなど）の約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願②どんな思いになりましたか？（感情や願
いなど）　いなど）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたの③生き方にどう適用しますか？（あなたの
どの部分を主は扱おうとしておられますどの部分を主は扱おうとしておられます
か）か）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

①祈り、賛美によって主がここにい
　てくださることを信じ、聖霊様を
　あがめます。　　
②互いの存在を感謝し、尊敬すると
　ころを分かち合いましょう。
③ディボーションの分かち合いをし
　ます。
④セルの目的と働きについてみなで
　共有して、祈り、遣わされて行き
　ましょう。

家族礼拝ガイド
  年長のクリスチャンがリードしてく

ださい。進め方にはいろいろな意見が

出るかもしれませんが、「主に期待す

る」信仰が最も大切です。 いつもの家

族でいいのです。 　
①この１週間で神様はすばらしいと
　感じたのはどんなこと？
②この１週間でお互いにどんなこと
　を感謝しますか？（または誉めた
　いですか？）１つだけ。
③聖書のみことばから、どんな実践
　をして、またどんな恵みがありま
　したか？　　
④互いの必要のために祈りましょう。

①お互いへの感謝と誉めることを分
かち合いましょう。（２～３つ）

② 1 週間の罪を言い表して悔い改め、
互いに祈りましょう。

③礼拝メッセージの分かち合いをし
ます。
  礼拝メッセージの分かち合いが難
しい場合はディボーションの分かち
合い（なるべく短く）　　　

④預言の祈り（主の御心を宣言して
祈り）をします。　

セル　ガイド



　25:14 ナバルの妻アビガイルに、若者の一
人が告げて言った。「ダビデがご主人様に祝
福のあいさつをするために、荒野から使者た
ちを遣わしたのに、ご主人様は彼らをののし
りました。
25:15 あの人たちは私たちにとても良くして
くれたのです。私たちは恥をかかされたこと
もなく、野で一緒にいて行動をともにしてい
た間、何も失いませんでした。
25:16 一緒に羊を飼っている間は、夜も昼も、
彼らは私たちのために防壁となってくれまし
た。
25:17 今、あなたがどうすればよいか、よく
考えてください。わざわいがご主人とその一
家に及ぶことは、もう、はっきりしています。
ご主人はよこしまな方ですから、だれも話し
かけることができません。」
25:18 アビガイルは急いでパン二百個、ぶど
う酒の皮袋二つ、料理した羊五匹、炒り麦五
セア、干しぶどう百房、干しいちじく二百個
を取って、これをろばに載せ、
25:19 自分の若者たちに言った。「私の先を
進みなさい。あなたがたについて行くか
ら。」ただ、彼女は夫ナバルには何も告げな
かった。
25:20 アビガイルがろばに乗って山陰を下っ
て行くと、ちょうど、ダビデとその部下が彼
女の方に下って来るのに出会った。
25:21 ダビデは、こう言ったばかりであった。
「荒野で、あの男のものをすべて守ってやっ
たので、その財産は何一つ失われなかったが、
それは全く無駄だった。あの男は善に代えて
悪を返した。

25:22 もし私が明日の朝までに、あの男に属
する者のうち小童一人でも残しておくなら、
神がこのダビデを幾重にも罰せられるよう
に。」 
　　
　ダビデたちがナバルの労働者たちを守ったこと　ダビデたちがナバルの労働者たちを守ったこと
は、隠されることなく明らかにされました。は、隠されることなく明らかにされました。若者若者
がナバルの妻アビガエルに告げたのです。彼の証がナバルの妻アビガエルに告げたのです。彼の証
言からナバルの人間性の悪さが改めてはっきりし言からナバルの人間性の悪さが改めてはっきりし
ます。ます。
　アビガエルは聡明な婦人で、義を行い、また主　アビガエルは聡明な婦人で、義を行い、また主
の計画を悟ることができました。ダビデがただのの計画を悟ることができました。ダビデがただの
野武士ではなく王の器であることを理解したので野武士ではなく王の器であることを理解したので
す。さらには「夫ナバルには何も告げなかった。す。さらには「夫ナバルには何も告げなかった。
」とありますから、夫の性格も知った上で、彼と」とありますから、夫の性格も知った上で、彼と
家とを守ろうとしたのです。自分はとりなし手と家とを守ろうとしたのです。自分はとりなし手と
なりました。なりました。
　このアビガイルのように、周りに流されずに、　このアビガイルのように、周りに流されずに、
主のご計画を悟って、主の側につく者となましょ主のご計画を悟って、主の側につく者となましょ
う。う。

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２０日　月曜

　Ⅰサムエル



　25:23 アビガイルはダビデを見ると、急い
でろばから降り、ダビデの前で顔を伏せて地
面にひれ伏した。
25:24 彼女はダビデの足もとにひれ伏して
言った。「ご主人様、あの責めは私にありま
す。どうか、はしためが、じかに申し上げる
ことをお許しください。このはしためのこと
ばをお聞きください。
25:25 ご主人様、どうか、あのよこしまな者、
ナバルのことなど気にかけないでください。
あの者は名のとおりの男ですから。彼の名は
ナバルで、そのとおりの愚か者です。はした
めの私は、ご主人様がお遣わしになった若者
たちに会ってはおりません。
25:26 ご主人様。今、【主】は生きておられ
ます。あなたのたましいも生きておられます。
【主】は、あなたが血を流しに行かれるのを
止め、ご自分の手で復讐なさることを止めら
れました。あなたの敵、ご主人様に対して害
を加えようとする者どもが、ナバルのように
なりますように。
25:27 今、はしためが、ご主人様に持って参
りましたこの贈り物を、ご主人様につき従う
若者たちにお与えください。
25:28 どうか、はしための背きをお赦しくだ
さい。【主】は必ず、ご主人様のために、確
かな家をお建てになるでしょう。ご主人様は
【主】の戦いを戦っておられるのですから。
あなたのうちには、一生の間、悪が見出され
てはなりません。
25:29 人があなたを追って、いのちを狙おう
としても、ご主人様のいのちは、あなたの神、
【主】によって、いのちの袋にしまわれてい

ます。あなたの敵のいのちは、主が石投げ
のくぼみに入れて投げつけられるでしょう。
25:30 【主】が、ご主人様について約束な
さったすべての良いことをあなたに成し遂
げ、あなたをイスラエルの君主に任じられ
たとき、
25:31 理由もなく血を流したり、ご主人様自
身で復讐したりされたことが、つまずきと
なり、ご主人様の心の妨げとなりませんよ
うに。【主】がご主人様を栄えさせてくだ
さったら、このはしためを思い出してくだ
さい。」
25:32 ダビデはアビガイルに言った。「イス
ラエルの神、【主】がほめたたえられます
ように。主は今日、あなたを送り、私に会
わせてくださった。
25:33 あなたの判断がほめたたえられるよう
に。また、あなたが、ほめたたえられるよ
うに。あなたは今日、私が人の血を流しに
行き、私自身の手で復讐しようとするのを
やめさせた。
25:34 イスラエルの神、【主】は生きておら
れる。主は私を引き止めて、あなたに害を
加えさせなかった。もし、あなたが急いで
私に会いに来なかったなら、きっと、明け
方までにナバルには小童が一人も残らな
かっただろう。」
25:35 ダビデはアビガイルの手から、彼女が
持って来た物を受け取り、彼女に言った。
「安心して、家へ上って行きなさい。見な
さい。私はあなたの言うことを聞き、あな
たの願いを受け入れた。」
　　
　アビガエルはダビデに取り入って、自分たちが　アビガエルはダビデに取り入って、自分たちが
助かるように懇願しますが、それはあくまでも主助かるように懇願しますが、それはあくまでも主

への信仰に沿ったものでした。「主は生きてへの信仰に沿ったものでした。「主は生きて
おられ」、「主があなたについて約束されたおられ」、「主があなたについて約束された
ことを」と主を中心にした発言です。私たちことを」と主を中心にした発言です。私たち
も主の御心抜きしては何も実現しないことをも主の御心抜きしては何も実現しないことを
忘れないようにすべきです。忘れないようにすべきです。
　ダビデもすぐに復讐を思いとどまり、主に　ダビデもすぐに復讐を思いとどまり、主に
従いました。自分はナバルに正しいことをし従いました。自分はナバルに正しいことをし
たのに、それを仇で返した者には、それ相応たのに、それを仇で返した者には、それ相応
の報いをして当然と思っていたダビデです。の報いをして当然と思っていたダビデです。
しかしそれはみこころではないと、主の前にしかしそれはみこころではないと、主の前に
素直に改めたのです。このダビデのように主素直に改めたのです。このダビデのように主
と人の前に謙遜であることは恵です。と人の前に謙遜であることは恵です。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２１日　火曜

 Ⅰサムエル



　25:36 アビガイルがナバルのところに帰っ
て来ると、ちょうどナバルは、自分の家で王
の宴会のような宴会を開いていた。ナバルが
上機嫌で、ひどく酔っていたので、アビガイ
ルは明け方まで、何一つ彼に話さなかった。
25:37 朝になって、ナバルの酔いがさめたと
き、妻がこれらの出来事を彼に告げると、彼
は気を失って石のようになった。
25:38 十日ほどたって、【主】はナバルを打
たれ、彼は死んだ。
25:39 ダビデはナバルが死んだことを聞いて
言った。「【主】がほめたたえられますよう
に。主は、私がナバルの手から受けた恥辱に
対する私の訴えを取り上げ、このしもべが悪
を行うのを引き止めてくださった。【主】は
ナバルの悪の報いをその頭上に返された。」
ダビデは人を遣わして、アビガイルに自分の
妻になるよう申し入れた。
25:40 ダビデのしもべたちはカルメルのアビ
ガイルのところに来て、彼女に、「ダビデは
あなたを妻として迎えるために私たちを遣わ
しました」と言った。
25:41 彼女はすぐに、地にひれ伏して礼をし、
そして言った。「さあ。このはしためは、ご
主人様のしもべたちの足を洗う女奴隷となり
ましょう。」
25:42 アビガイルは急いで用意をして、ろば
に乗り、彼女の五人の侍女を後に従え、ダビ
デの使者たちの後に従って行った。彼女はダ
ビデの妻となった。
25:43 ダビデはイズレエルの出であるアヒノ
アムを妻としていたので、二人ともダビデの
妻となった。

25:44 サウルはダビデの妻であった自分の娘
ミカルを、ガリム出身のライシュの子パル
ティに与えていた。
　　
　ダビデが喜んだのは、「このしもべが悪を行な　ダビデが喜んだのは、「このしもべが悪を行な
うのを引き止めてくださった」ということでしたうのを引き止めてくださった」ということでした。。
「やり返すことができた」、「すっきりした」な「やり返すことができた」、「すっきりした」な
どということではない点に注目しましょう。復習どということではない点に注目しましょう。復習
やさばきは主の仕事で、主の権威によってなされやさばきは主の仕事で、主の権威によってなされ
ます。もしも何か嫌なことをされたとしても、自ます。もしも何か嫌なことをされたとしても、自
分でやり返すようなことがあれば、たとえそれが分でやり返すようなことがあれば、たとえそれが
うまくいったとしても、相手をへこませることがうまくいったとしても、相手をへこませることが
できたとしても、周囲が賛同してくれたとしてもできたとしても、周囲が賛同してくれたとしても、、
それは主の権限を奪っていることになるのです。それは主の権限を奪っていることになるのです。
ダビデを模範にしましょう。ダビデを模範にしましょう。
　アビガイルはまだ王に狙われているダビデを助　アビガイルはまだ王に狙われているダビデを助
けました。ダビデが主の御心行っていること、主けました。ダビデが主の御心行っていること、主
が彼を王とする計画がある以上必ずそれを成し遂が彼を王とする計画がある以上必ずそれを成し遂
げられるのだ信じていたからです。雲行きや大勢げられるのだ信じていたからです。雲行きや大勢
を見て、自分の安全な方を選らぶのではなく、主を見て、自分の安全な方を選らぶのではなく、主
の御心を第一に決断したのです。それが信仰者のの御心を第一に決断したのです。それが信仰者の
あり方です。また勝利への道なのです。あり方です。また勝利への道なのです。
　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　
　　

　２２日　水曜

　Ⅰサムエル



　26:1 ジフ人がギブアにいるサウルのところ
に来て言った。「ダビデはエシモンの東にあ
るハキラの丘に隠れているのではないでしょ
うか。」
26:2 サウルは立って、三千人のイスラエルの
精鋭とともに、ジフの荒野へ下って行った。
ジフの荒野でダビデを捜すためであった。
26:3 サウルは、エシモンの東にあるハキラの
丘で、道の傍らに陣を敷いた。一方、ダビデ
は荒野にとどまっていた。ダビデは、サウル
が自分を追って荒野に来たのを見て、
26:4 偵察を送り、サウルが確かに来たことを
知った。
26:5 ダビデは立って、サウルが陣を敷いてい
る場所にやって来た。そしてダビデは、サウ
ルと、その軍の長ネルの子アブネルが寝てい
る場所を見つけた。サウルは幕営の中で寝て
いて、兵たちは彼の周りに宿営していた。
26:6 ダビデは、ヒッタイト人アヒメレクと、
ヨアブの兄弟で、ツェルヤの子アビシャイに
言った。「だれか、私と一緒に陣営のサウル
のところへ下って行く者はいないか。」アビ
シャイが答えた。「私が一緒に下って参りま
す。」
26:7 ダビデとアビシャイは夜、兵たちのとこ
ろに来た。見ると、サウルは幕営の中で横に
なって寝ていて、彼の槍が、枕もとの地面に
突き刺してあった。アブネルも兵たちも、そ
の周りに眠っていた。
26:8 アビシャイはダビデに言った。「神は今
日、あなたの敵をあなたの手に渡されました。
どうか私に、槍で一気に彼を地面に突き刺さ
せてください。二度することはしません。」

26:9 ダビデはアビシャイに言った。「殺し
てはならない。【主】に油注がれた方に手
を下して、だれが罰を免れるだろうか。」
26:10 ダビデは言った。「【主】は生きてお
られる。【主】は必ず彼を打たれる。時が
来て死ぬか、戦いに下ったときに滅びるか
だ。
26:11 私が【主】に逆らって、【主】に油注
がれた方に手を下すなど、絶対にあり得な
いことだ。さあ、今は、枕もとにある槍と
水差しを取って、ここから出て行こう。」
26:12 ダビデはサウルの枕もとの槍と水差し
を取り、二人は立ち去ったが、だれ一人と
してこれを見た者も、気づいた者も、目を
覚ました者もいなかった。【主】が彼らを
深い眠りに陥れられたので、みな眠り込ん
でいたのである。

　ダビデにはまたサウルを倒すチャンスが来たの　ダビデにはまたサウルを倒すチャンスが来たの
ですが、またも彼はそれをせずにサウルに手をかですが、またも彼はそれをせずにサウルに手をか
けることはしませんでした。神がダビデを王に決けることはしませんでした。神がダビデを王に決
めたことは明確でしたし、サウルは「時が来て死めたことは明確でしたし、サウルは「時が来て死
ぬか、戦いに下ったときに滅びるか」のどちらかぬか、戦いに下ったときに滅びるか」のどちらか
であるということも分っていました。であるということも分っていました。
　それでもダビデは、間違った方法で王になるこ　それでもダビデは、間違った方法で王になるこ
とを拒んだのです。このように主の御心は、結果とを拒んだのです。このように主の御心は、結果
が良ければそれで良い、目的が達成できればそれが良ければそれで良い、目的が達成できればそれ
で良いというものではないのです。で良いというものではないのです。
　自分が正しいと思いがちなとき、または自分を　自分が正しいと思いがちなとき、または自分を
反省する謙遜な思いが足りないときなどには、思反省する謙遜な思いが足りないときなどには、思
いどおりの結果を求めてしまうものです。しかしいどおりの結果を求めてしまうものです。しかし
ダビデのように正しい方法でそれをするなら、間ダビデのように正しい方法でそれをするなら、間
違いからも守られます。違いからも守られます。

　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２３日　木曜

　Ⅰサムエル



  26:13 ダビデは向こう側へ渡って行き、遠
く離れた山の頂上に立った。彼らの間には、
大きな隔たりがあった。
26:14 ダビデは、兵たちとネルの子アブネル
に呼びかけて言った。「アブネル、返事をし
ないのか。」アブネルは答えて言った。「王
を呼びつけるおまえはだれだ。」
26:15 ダビデはアブネルに言った。「おまえ
は男ではないか。イスラエル中で、おまえに
並ぶ者があるだろうか。おまえはなぜ、自分
の主君である王を護衛していなかったのか。
兵の一人が、おまえの主君である王を殺しに
入り込んだのだ。
26:16 おまえのやったことは良くない。
【主】に誓って言うが、おまえたちは死に値
する。おまえたちの主君、【主】に油注がれ
た方を護衛していなかったのだから。今、王
の枕もとにあった槍と水差しが、どこにある
か見てみよ。」
26:17 サウルはダビデの声と気づいて、言っ
た。「わが子ダビデよ、これはおまえの声で
はないか。」ダビデは答えた。「わが君、王
様。私の声です。」
26:18 そして言った。「なぜ、わが君はこの
しもべの後を追われるのですか。私が何をし
たというのですか。私の手に、どんな悪があ
るというのですか。
26:19 わが君、王様。どうか今、しもべのこ
とばを聞いてください。もし私に敵対するよ
うあなたに誘いかけたのが【主】であれば、
主がささげ物を受け入れられますように。し
かし、それが人によるのであれば、その人た
ちが【主】の前でのろわれますように。彼ら

は今日、私を追い払って、【主】のゆずり
の地にあずからせず、『行って、ほかの
神々に仕えよ』と言っているからです。
26:20 どうか今、私の血が【主】の御顔から
離れた地に流されることがありませんよう
に。イスラエルの王が、山でしゃこを追う
ように、一匹の蚤を狙って出て来ておられ
るのですから。」
26:21 サウルは言った。「私が間違っていた。
わが子ダビデよ、帰って来なさい。もう、
おまえに害を加えない。今日、おまえが私
のいのちを尊んでくれたのだから。本当に
私は愚かなことをして、大変な間違いを犯
した。」
26:22 ダビデは答えて言った。「さあ、ここ
に王の槍があります。これを取りに、若者
の一人をよこしてください。
26:23 【主】は一人ひとりに、その人の正し
さと真実に応じて報いてくださいます。
【主】は今日、あなたを私の手に渡されま
したが、私は、【主】に油注がれた方に、
この手を下したくはありませんでした。
26:24 今日、私があなたのいのちを大切にし
たように、【主】は私のいのちを大切にし
て、すべての苦難から私を救い出してくだ
さいます。」
26:25 サウルはダビデに言った。「わが子ダ
ビデよ、おまえに祝福があるように。おま
えは多くのことをするだろうが、それは
きっと成功する。」ダビデは自分の道を行
き、サウルは自分のところへ帰って行った。
　　
　ダビデは自分を殺そうとするサウルに対しても　ダビデは自分を殺そうとするサウルに対しても、、
反抗して戦う意思がないことを表明しました。か反抗して戦う意思がないことを表明しました。か
つてサウルに裏切られたダビデでしたが、今回もつてサウルに裏切られたダビデでしたが、今回も

王を守ったのです。サウルは後にまた裏切る王を守ったのです。サウルは後にまた裏切る
のですが、そのつどダビデの真実な信仰が際のですが、そのつどダビデの真実な信仰が際
立ちました。理不尽な扱いを受ける度に、信立ちました。理不尽な扱いを受ける度に、信
仰と善き人格を表しましょう。後の主の恵と仰と善き人格を表しましょう。後の主の恵と
なるからです。なるからです。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２４日　金曜

　Ⅰサムエル



　27:1 ダビデは心の中で言った。「私はいつ
か、今にサウルの手によって滅ぼされるだろ
う。ペリシテ人の地に逃れるよりほかに道は
ない。そうすれば、サウルは、イスラエルの
全領土内で私を捜すのをあきらめ、こうして
私は彼の手から逃れられる。」
27:2 ダビデは、一緒にいた六百人の者を連れ
て、ガテの王マオクの子アキシュのところへ
渡って行った。
27:3 ダビデとその部下たちは、それぞれ自分
の家族とともに、ガテでアキシュのもとに住
んだ。ダビデも、その二人の妻、イズレエル
人アヒノアムと、ナバルの妻であったカルメ
ル人アビガイルと一緒であった。
27:4 ダビデがガテへ逃げたことが、サウルに
知らされると、サウルは二度と彼を追おうと
はしなかった。
27:5 ダビデはアキシュに言った。「もし、私
があなたのご好意を得ているなら、地方の町
の一つの場所を私に下さい。そこに住みます。
どうして、このしもべが王国の都に、あなた
と一緒に住めるでしょう。」
27:6 その日、アキシュはツィクラグをダビデ
に与えた。それゆえ、ツィクラグは今日まで、
ユダの王たちに属している。
27:7 ダビデがペリシテ人の地に住んでいた日
数は一年四か月であった。
27:8 ダビデは部下とともに上って行って、ゲ
シュル人、ゲゼル人、アマレク人を襲った。
彼らは昔から、シュルの方、エジプトの地に
及ぶ地域に住んでいた。
27:9 ダビデはこれらの地方を討つと、男も女
も生かしてはおかず、羊、牛、ろば、らくだ、

また衣服などを奪って、アキシュのところ
に帰って来た。
27:10 アキシュが「今日は、どこを襲ったの
か」と尋ねると、ダビデはいつも、ユダの
ネゲブとか、エラフメエル人のネゲブとか、
ケニ人のネゲブとか答えていた。
27:11 ダビデは男も女も生かしておかず、ガ
テに一人も連れて来なかった。「彼らが
『ダビデはこういうことをした』と言って、
私たちのことを告げるといけない」と思っ
たからである。ダビデはペリシテ人の地に
住んでいる間、いつも、このようなやり方
をした。
27:12 アキシュはダビデを信用して、こう
思っていた。「彼は自分の同胞イスラエル
人に、とても憎まれるようなことをしてい
る。彼はいつまでも私のしもべでいるだろ
う。」
　　
　ダビデは逃れて異邦人の王に助けを求めました　ダビデは逃れて異邦人の王に助けを求めました。。
それは神を侮る人の力を借りたということで、そそれは神を侮る人の力を借りたということで、そ
の後のダビデの行動と無関係ではありませんでしの後のダビデの行動と無関係ではありませんでし
た。彼は自分を助けるために、敵ではありましたた。彼は自分を助けるために、敵ではありました
が神に聞かずに攻め、さらにはユダすなわち同胞が神に聞かずに攻め、さらにはユダすなわち同胞
を攻めたと偽り、異邦人の王からの信頼を得ていを攻めたと偽り、異邦人の王からの信頼を得てい
たのです。たのです。
　ダビデほどの人でもこのような堕落や偽りに陥　ダビデほどの人でもこのような堕落や偽りに陥
るということも知っておくべきでしょう。世の中るということも知っておくべきでしょう。世の中
の権力のもとで生きるとはそれほどに難しいものの権力のもとで生きるとはそれほどに難しいもの
です。神もダビデをあわれんで、後に彼を助けまです。神もダビデをあわれんで、後に彼を助けま
した。自分も弱さを持っていることを謙遜に認めした。自分も弱さを持っていることを謙遜に認め、、
他の人を裁かず、そして互いに励まし合うために他の人を裁かず、そして互いに励まし合うために、、
神のあわれみを語り合いましょう。神のあわれみを語り合いましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？

　２５日　土曜

　Ⅰサムエル



　

　28:1 そのころ、ペリシテ人はイスラエルと
戦おうとして、軍隊を召集した。アキシュは
ダビデに言った。「承知してもらいたい。あ
なたと、あなたの部下は、私と一緒に出陣す
ることになっている。」
28:2 ダビデはアキシュに言った。「では、し
もべがどうするか、お分かりになるでしょ
う。」アキシュはダビデに言った。「では、
あなたをいつまでも、私の護衛に任命してお
こう。」
28:3 サムエルはすでに死に、全イスラエルは
彼のために悼み悲しみ、彼を彼の町ラマに
葬っていた。一方、サウルは国内から霊媒や
口寄せを追い出していた。
28:4 ペリシテ人は集まって、シュネムに来て
陣を敷いた。サウルは全イスラエルを召集し
て、ギルボアに陣を敷いた。
28:5 サウルはペリシテ人の陣営を見て恐れ、
その心は激しく震えた。
28:6 サウルは【主】に伺ったが、【主】は、
夢によっても、ウリムによっても、預言者に
よってもお答えにならなかった。
28:7 サウルは家来たちに言った。「霊媒をす
る女を探して来い。私が彼女のところに行っ
て、彼女に尋ねてみよう。」家来たちはサウ
ルに言った。「エン・ドルに霊媒をする女が
います。」
28:8 サウルは変装して身なりを変え、二人の
部下を連れて行った。彼らは夜、女のところ
にやって来た。サウルは言った。「私のため
に霊媒によって占い、私のために、私が言う
人を呼び出してもらいたい。」
28:9 女は彼に言った。「あなたは、サウルが

この国から霊媒や口寄せを断ち切ったこと
をご存じのはずです。それなのに、なぜ、
私のいのちに罠をかけて、私を殺そうとす
るのですか。」
28:10 サウルは【主】にかけて彼女に誓って
言った。「【主】は生きておられる。この
ことにより、あなたが咎を負うことは決し
てない。」
28:11 女は言った。「だれを呼び出しましょ
うか。」サウルは言った。「私のために、
サムエルを呼び出してもらいたい。」
28:12 女はサムエルを見て大声で叫んだ。女
はサウルに言った。「あなたはなぜ、私を
だましたのですか。あなたはサウルです
ね。」
28:13 王は彼女に言った。「恐れることはな
い。何を見たのか。」女はサウルに言った。
「神々しい方が地から上って来るのを見ま
した。」
28:14 サウルは彼女に尋ねた。「どのような
姿をしておられるか。」彼女は言った。
「年老いた方が上って来られます。外套を
着ておられます。」サウルは、その人がサ
ムエルであることが分かって、地にひれ伏
し、拝した。
　　
　サウルは恐れからまたも罪を犯しました。霊媒　サウルは恐れからまたも罪を犯しました。霊媒
は主によって固く禁じられている行為です。死者は主によって固く禁じられている行為です。死者
の「これをくださった主のもとに帰る」のですかの「これをくださった主のもとに帰る」のですか
ら、霊媒によって呼び出されるわけはなく、それら、霊媒によって呼び出されるわけはなく、それ
は悪霊との交わりだからです。は悪霊との交わりだからです。
　サムエルが現れたようではありますが、悪霊か　サムエルが現れたようではありますが、悪霊か
トリックか何かであったでしょう。しかしまるでトリックか何かであったでしょう。しかしまるで
サムエルが神の御心を語ったかのような記述が次サムエルが神の御心を語ったかのような記述が次
節からあります。神様が惑わしのわざさえも用い節からあります。神様が惑わしのわざさえも用い
られたのかもしれません。られたのかもしれません。

　不信仰な者が悪霊の手先とともにしたこと　不信仰な者が悪霊の手先とともにしたこと
ですが、主はその中でも真理を表されたのでですが、主はその中でも真理を表されたので
しょう。霊を見分けましょう。聖書によってしょう。霊を見分けましょう。聖書によって
裏づけがあるかどうかです。また正しい信仰裏づけがあるかどうかです。また正しい信仰
の共同体によって受け入れられているかどうの共同体によって受け入れられているかどう
かも重要です。かも重要です。

①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の①神のみこころは？（信仰のあり方、希望の
約束、愛の満たしなど）約束、愛の満たしなど）

　　

②どんな思いになりましたか？（感情や願い②どんな思いになりましたか？（感情や願い
など）　など）　

③生き方にどう適用しますか？（あなたのど③生き方にどう適用しますか？（あなたのど
の部分を主は扱おうとしておられますか）の部分を主は扱おうとしておられますか）

④この世にあって何を実践しますか？④この世にあって何を実践しますか？
　　

　２６日　日曜

　Ⅰサムエル


